
特養・グループホーム等施設の整備を進めるための方策について（議事１）

中野区の介護事業所における人材の質・量の確保を図るための方策について（議事２）

第5回部会議事の意見・質問まとめ

No 意見の要旨 意見・質問者

1
　施設の整備には一定の期間と大きな予算が必要であることを区民が理解
し、介護に頼らない自らの健康維持を強く意識してもらうための施策も重
要と考える。

濱本　敏典　委員

（中野区体育協会）

2
　特養待機者数が６３３人もいるということで、待機者の認知症の悪化や
介護者の不安・負担の増大につながることを危惧する。早急に対策すべき
と考える。

杉谷　美枝子　委員

（公募委員）

No 意見の要旨 意見・質問者

1
　介護人材を確保するためには処遇改善が必要。
　介護人材実態調査集計結果からは２０歳代以下の介護人材が少ないこと
が見て取れ、若い人が希望を持って働ける環境整備が望まれる。

濱本　敏典　委員

（中野区体育協会）

2

　介護人材実態調査集計結果によると正規も非正規も離職者が多いが、そ
の要因はつかめているのか。
　採用の面では、もし日本人のなりてが十分にいないのなら、国や都の人
材確保策にもあるように外国人の受け入れ環境整備に目をむける必要があ
ると考える。

杉谷　美枝子　委員

（公募委員）

1


